
みなかみ議会だより（第20号）1

みな
かみ議会だより

MINAKAMI DIET NEWS群馬県利根郡みなかみ町

21年度から 22年度に継承される
事　業 4

平成22年度補正予算 2

町政を問う 一般質問５人 6

一般会計・特別会計

6月定例議会 2020号
平成22年（2010年）

8月1日発行

●写真／谷川岳の星空

プレ群馬DC
…………………………………12

デスティネーション
キャンペーン

特
　
集

7月臨時議会 ─────────────────── 3
※写真はイメージです



みなかみ議会だより（第20号） 2

●
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
二
十
一
年
度
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

●
平
成
二
十
一
年
度
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及

び
和
解
の
専
決
処
分

●
財
団
法
人
新
治
農
村
公
園

公
社
の
経
営
状
況

●
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

　

次
の
人
を
推
薦
し
ま
し
た
。

橋は
し

爪づ
め

清せ
い

修
し
ゅ
う

氏
（
師
）

関せ
き

　
信し

ん

司じ

氏
（
布
施
）

（
全
会
一
致
同
意
）

月

定 例 議 会666
　10日から18日の9日間の会期で開催されました。
　報告6件、諮問1件、22年度補正予算4件、条例
制定・改正8件、その他5件が提出され、審議の結果、
すべての議案を原案通り可決しました。
　5人の議員が、『観光』『産業振興』『保健』等について、
一般質問しました。

●
支
払
督
促
異
議
申
立
に
係

る
訴
え
の
提
起

●
町
道
路
線
の
廃
止

●
字
の
区
域
の
変
更

●
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
過
疎
対
策
の
た
め
の
固
定

資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関

す
る
条
例

●
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例

●
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
町
職
員
の
旅
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
温
泉
事
業
条
例
の
一
部
改

正●
町
立
学
校
施
設
使
用
条
例

の
一
部
改
正

●
土
地
開
発
公
社
の
定
款
の

一
部
変
更

●
平
成
二
十
二
年
度
建
設
機

械
整
備
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購

入
契
約
の
締
結

（
す
べ
て
全
会
一
致
可
決
）

このように

決まりました。

項　　目 補　正　額 主　　　な　　　内　　　容 総　　　額

一 般 会 計 9,776万1千円

環境力推進事業（太陽光発電施設設置検討経費）／37万円
予防費（子宮頸がん予防接種委託料など）／563万3千円
小規模土地改良費（農業用施設駐車場舗装工事など）／1,300万円
除雪費（除雪機械購入費）／3,000万円
防災行政無線維持管理費（電波伝搬調査委託料など）／400万円

121億9,776万1千円

　

特

別

会

計
　

介護保険 500万円 高額医療合算介護サービス費／460万円
高額医療合算介護予防サービス費／40万円 18億3,500万円

簡易水道 870万円 湯宿簡易水道統合事業／870万円 2億4,098万7千円

下 水 道 1,900万円 公共下水道建設事業／1,900万円 10億2,575万2千円

2 2 年 度 補 正 予 算 （6月補正）

◇
一
般
会
計

─
討　

論
─

原
澤
良
輝
議
員

　

滞
納
者
に
対
す
る
町
営
住

宅
の
明
け
渡
し
訴
訟
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
税
義
務
を
果
た
す
た
め

に
生
存
権
を
脅
か
さ
れ
る
の

で
は
本
末
転
倒
で
す
。
生
活

困
難
の
解
決
の
た
め
、
総
合

的
に
相
談
に
の
る
体
制
を
作

る
べ
き
で
す
。前

田
善
成
議
員

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
の
補
助
や
子
育
て

支
援
策
の
充
実
な
ど
、
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

「
子
供
を
産
み
育
て
る
な
ら
、

み
な
か
み
町
」
に
相
応
し
い

補
正
予
算
で
す
。

（
賛
成
一
六
反
対
一
可
決
）

※
以
下
は
全
会
一
致
可
決

◇
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

議
　
案

補
正
予
算

反
対

賛
成

報
　
告

諮
　
問
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みなかみ町行政情報

子宮頸がん予防ワクチンが
無料で接種できます※利根沼田の契約　

　医療機関において

●
和
解
に
関
す
る
報
告

（
全
会
一
致
可
決
）

●
議
員
派
遣
に
関
す
る
発
議

（
全
会
一
致
可
決
）

●
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

次
の
人
を
選
任
し
ま
し
た
。

阿あ

部べ

正
し
ょ
う

一い
ち

氏
（
高
日
向
）

（
全
会
一
致
同
意
）

●
平
成
二
十
二
年
度
建
設
機

械
整
備
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購

入
契
約
の
締
結

（
全
会
一
致
可
決
）

●
二
十
二
年
度
補
正
予
算

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
全
会
一
致
可
決
）

7

議
　
案

専
決
処
分
報
告

7
月
臨
時
議
会

平
成
₂₂
年
７
月
₂₁
日

補　正　額 主　な　内　容 総　　　額

450万円 施設事業費（塩原地内水道圧力解消工事） ／450万円 2億4,548万7千円

21年度補正予算／簡易水道事業特別会計（7月補正）

子宮頸がんは予防が可能ながんです。
　子宮頸がんの主な原因は発がん性ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染です。
　発がん性HPVには15種類ほどのタイプがあります。今回のワクチンは子宮頸がんにかかった
人の約60％に見られるHPV16型と18型の感染を予防するものです。
　なお、接種方法は以下のとおりです。

１．対象者
　　平成22年度は、中学校3年生・2年生の女子
　　（平成7年4月2日〜平成9年4月1日生）が対象となります。

２．開始時期　平成22年7月20日から

３．接種方法
　①接種場所…利根沼田の契約医療機関
　　　　　　　（詳細は個別案内を参照ください。）
　　　　　　　※必ず予約をしてから受けてください。※
　②接種回数…初回、1か月後、6か月後の3回で、
　　　　　　　腕の上部の筋肉に接種します。
　③接種費用…無料
　　★ただし、利根沼田以外の医療機関で接種する場合は立て替え払いとし、上限16,000円ま

で助成します。
　　　詳しくは問い合わせ先にお尋ねください。

４．接種に必要な持ち物　①母子健康手帳　②予診票（町で配布するもの）

◆問い合わせ先◆
みなかみ町役場 子育て健康課 健康推進グループ　☎62－2527



みなかみ議会だより（第20号） 4

21年度から

22年度に継承される
事　業

　

平
成
二
十
三
年
三
月
末
の
完
成
に
向
け
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
来
年
度
四
月
に
開
校
さ
れ
ま
す
。

1
水
上
中
学
校
校
舎
建
設

15億2,000万円
事業費

▲完成予想図
▼建設が進む水上中学校新校舎
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
真
政
悪
戸
線
四
五
〇
ｍ
（
う
ち
橋

梁
部
九
六
ｍ
）
が
、
平
成
二
十
〜
二
十
四
年
度
の
予
定
で
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
（
写
真
の
着
色
部
分
）

　

橋
の
下
部
工
が
今
年
度
に
、
上
部
が
来
年
度
に
出
来
る
予
定
で

す
。
残
り
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
事
業
化
し
て
い
く
予

定
で
す
。

◇
猿
ヶ
京
局
・
藤
原
局

　

来
年
二
月
よ
り
、
猿
ヶ
京
局
�
・
藤
原
局
�
が
供
用

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
み
な
か
み
町

全
域
で
カ
バ
ー
さ
れ
ま
す
。

2

3

光
フ
ァ
イ
バ
ー
供
用
開
始

都市計画事業

1億9,200万円

15億8,000万円

事業費

事業費

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
供
用
地
域

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
提
供
）

■
新
規
供
用
開
始
地
域　

■
既
存
供
用
地
域　

●
交
換
局
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町
の
宣
伝
方
法
と
予
算
を
提

示
し
、
そ
の
中
か
ら
こ
れ
は

と
思
う
物
を
選
び
予
算
を
投

入
し
ま
す
。

　

今
ま
で
考
え
つ
か
な
か
っ

た
方
法
を
提
案
し
て
く
る
会

社
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

答
　
　
　

二
十
一
年
度

の
町
観
光
客
の
消
費

額
は
、
約
二
〇
〇
億
円
と
推

定
し
て
い
ま
す
。

　

入
湯
税
は
、
観
光
に
直
接

消
費
さ
れ
る
事
業
の
み
に
限

定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
環

境
衛
生
や
消
防
関
連
施
策
に

要
す
る
経
費
に
も
充
て
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
決
算
で
、

入
湯
税
は
一
億
五
九
〇
〇
万

町
長

問
本
町
に
は
毎
年

一
〇
〇
万
人
が
宿
泊

し
て
お
り
、
日
帰
り
客
ま
で

含
め
れ
ば
、
町
内
経
済
へ
の

貢
献
は
町
の
予
算
一
二
〇
億

円
を
超
え
ま
す
。

　

合
併
前
は
、
三
町
村
で

一
億
円
は
観
光
宣
伝
に
充

て
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
三
〇
〇
〇
万
円
程
度
で
す
。

観
光
産
業
へ
の
関
わ
り
方
と

し
て
、
今
ま
で
の
本
町
は
軽

視
し
す
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

町
に
入
る
入
湯
税
一
億
数

千
万
円
は
、
観
光
客
の
皆
様

に
払
っ
て
い
た
だ
い
た
お
金

で
す
の
で
、
こ
れ
を
全
部

観
光
政
策
に
使
う
べ
き
で
す
。

多
く
の
広
告
会
社
を
募
集
し
、

島
崎　

栄
一
議　

　

員

す
で
に
入
湯
税
以
上
の
額
を
充
当
し
て
い
る

町
長

観
光
は
町
に
と
っ
て
重
要

入
湯
税
は
す
べ
て
観
光
に
充
当
す
べ
き

一般質問 町政を問う　　5人が質問を行いました。

円
。
歳
出
は
観
光
振
興
費
・

イ
ベ
ン
ト
費
・
観
光
施
設

総
務
・
人
件
費
合
わ
せ
て

二
億
四
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、

入
湯
税
よ
り
観
光
振
興
の
た

め
の
経
費
の
方
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

本
町
の
観
光
の
今
後
の
た

め
に
、観
光
協
会
が「
ギ
ャ
ッ

プ
調
査
」
に
取
り
組
み
、
お

客
様
が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ

と
観
光
政
策
の
「
ず
れ
」
の

検
証
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
観
光
宣
伝
を
強
力

に
展
開
し
、
大
手
広
告
代
理

店
を
含
め
て
検
討
す
る
中
で
、

コ
ン
ペ
方
式
も
あ
り
得
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

温泉は町の基幹産業の一つ（湯テルメ谷川）
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一般質問 町政を問う

阿
部　

賢
一
議　

　

員 「町民のため」基本に育成に取り組む町長

人事評価制度の導入で
効果と今後の取り組みは

■住宅リフォーム助成制度

地元振興図るべく創設しては

■
口
蹄
疫
対
策

本
町
の
対
応
状
況
は

問
防
疫
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
　
　

関
係
機
関
と

防
疫
対
策
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
薬
剤
散
布

や
消
毒
体
制
な
ど
の
対
応
を

進
め
て
い
ま
す
。

町
長

問
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
り
、
職
員
の
意

識
改
革
に
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
と
い
う
こ
と
で
は
、
町
民

か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

か
。答

　
　

「
す
べ
て
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
あ
る
」
と
明
記
し
て
あ
り

ま
す
。
行
政
判
断
を
行
う
と

き
、
町
全
体
を
見
て
町
民
全

体
の
こ
と
を
考
え
て
判
断
し

て
い
く
能
力
を
持
っ
た
職
員

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
民
間
企
業
で
研
修
さ

せ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。答

　
　
　
　
　

民
間
へ

の
研
修
・
派
遣
等
の

町
長

総
務
課
長

問
持
ち
家
の
改
修
や

子
育
て
世
代
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
、
上
乗
せ
し
て

助
成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。
町
内
中
小
企
業
の

仕
事
の
確
保
と
地
域
経
済
活

性
化
に
も
繋
が
り
、
町
民
に

も
喜
ば
れ
る
こ
の
制
度
創
設

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
　
　

必
要
性
を
感

じ
つ
つ
、
ど
の
よ
う

な
制
度
が
よ
い
の
か
暗
中
模

索
で
す
。
効
果
が
高
い
施
策

を
考
え
た
い
。

町
長

畜産農家に注意が呼びかけられた
（家保だより）

方
法
も
あ
り
、
今
後
そ
の
よ

う
な
形
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

誰
が
ど
の
よ
う
に
評

価
し
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
ま
す
か
。

答
　
　
　
　
　

個
人
目

標
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ー
ト
と
能
力
評
価
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
ま
ず
自
己
評
価

を
し
て
か
ら
、
上
司
が
評
価

し
、
最
終
的
に
は
期
末
面
談

を
し
ま
す
。

問
町
民
目
線
で
親
切
丁

寧
に
笑
顔
で
対
応
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
　
　

「
す
べ
て
の
段

階
に
お
い
て
町
民
の

こ
と
を
考
え
る
」
と
い
う
意

識
を
全
職
員
に
も
っ
て
も
ら

い
た
い
。
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。

総
務
課
長

町
長

町
内
で
も
繁
殖
和
牛
が
育
て
ら
れ
て
い
る
（
大
峰
牧
場
）
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一般質問 町政を問う

と
ど
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
農
地
も
放
棄
さ
れ
た
田

畑
が
各
地
で
見
受
け
ら
れ
ま

鈴
木　
　

勲
議　

　

員

観
光
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
支
援
し
た
い

町
長

町
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る

特
用
林
産
物
の
充
実
を

問
本
町
の
基
幹
産
業
の

発
展
を
図
る
に
は
、

農
村
の
過
疎
化
、
高
齢
化
は

す
。

　

特
用
林
産
物
の
生
産
は
、

中
山
間
地
に
お
け
る
所
得
確

保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
貴
重
な
収
入
源
で

す
。
増
産
に
結
び
つ
け
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
　
　

本
町
は
九
〇

％
を
山
林
が
占
め
て

い
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
有
効
活
用
や

キ
ノ
コ
等
の
特
養
林
産
物
の

生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
生

産
基
盤
を
充
実
さ
せ
増
産
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

問
町
の
基
幹
産
業
は
観

光
と
農
業
で
す
。
良

い
物
は
伸
ば
し
、
改
善
す
べ

き
物
は
改
良
し
な
が
ら
、
美

味
し
い
物
を
提
供
す
る
、
み

な
か
み
町
を
名
声
高
き
も
の

町
長

に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答
　
　
　

観
光
・
宿
泊

で
訪
れ
た
人
達
に
は
、

各
旅
館
等
の
努
力
に
よ
り
地

元
の
キ
ノ
コ
や
山
菜
が
提
供

さ
れ
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
や
直
売
所

な
ど
で
も
、
町
の
米
や
野
菜

が
良
い
物
だ
と
い
う
こ
と
が

広
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

果
樹
栽
培
な
ど
、
農
業
は
観

光
と
結
び
付
い
て
高
付
加
価

値
が
付
い
て
い
き
ま
す
。

　

特
用
林
産
物
を
含
め
、
総

合
的
な
取
り
組
み
を
観
光
に

上
手
く
リ
ン
ク
し
て
い
く
中

で
、
町
全
体
の
活
力
が
上
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町
長

　

一
般
質
問
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
六
月
定
例
会
で
予
算
が
付
い

た
た
め
取
り
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
３
Ｐ

特
用
林
産
物
を
活
用
し
た
誘
客
（
月
夜
野
は
ー
べ
す
と
）

耕
作
が
放
棄
さ
れ
荒
廃
し
た
桑
畑

■
子
宮
頸
ガ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を
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一般質問 町政を問う

原
澤　

良
輝
議　

　

員 現時点では引き下げ判断はできない町長

国保会計は大幅黒字
保険税額を下げるべき

問
ゴ
ミ
総
量
を
減
ら
す

た
め
、
資
源
ゴ
ミ
の

分
別
収
集
や
生
ゴ
ミ
の
堆
肥

化
な
ど
徹
底
を
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
有
料
化
実
施
後
の
リ
バ

ウ
ン
ド
問
題
の
全
国
的
教
訓

も
あ
り
、
有
料
化
は
長
期
的

に
ゴ
ミ
削
減
に
な
ら
な
い
の

で
、
ゴ
ミ
袋
の
無
料
化
を
提

案
し
ま
す
。

答
　
　
　

ゴ
ミ
一
袋
処

分
す
る
の
に
八
〇
〇

円
か
か
り
ま
す
。
た
と
え
県

下
一
で
あ
ろ
う
と
、
処
分
費

の
一
割
程
度
の
負
担
が
適
切

と
考
え
ま
す
。

町
長

二
％
だ
っ
た
こ
と
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。問

二
十
一
年
は
一
・

三
％
減
少
で
す
。

二
十
二
年
も
二
十
三
年
も
医

療
費
は
六
％
増
加
せ
ず
、
黒

字
が
大
幅
に
積
み
上
が
り
ま

す
。
国
保
審
議
会
を
開
き
、

問
二
十
一
年
度
の

国

保

会

計

が

三
億
一
〇
〇
〇
万
円
の
大
幅

黒
字
に
な
り
ま
す
。
国
保
税

の
二
八
％
の
大
幅
値
上
げ
と

医
療
費
の
減
額
が
大
き
な
要

因
で
す
。

　

「
医
療
費
が
毎
年
六
％

増
加
す
る
の
で
国
保
料
を

五
六
％
値
上
げ
し
な
い
と
赤

字
に
な
る
」
と
い
う
前
提
で

の
値
上
げ
で
す
。

　

医
療
費
は
二
〇
年
二
％
の

増
加
、
二
一
年
一
・
三
％
の

減
少
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
大
流
行
に
備
え
、
予
防
を

徹
底
し
た
結
果
で
す
。
引
き

続
き
健
康
増
進
や
予
防
事
業

を
行
え
ば
、
今
年
度
も
医
療

費
の
抑
制
が
で
き
ま
す
。

　

桐
生
市
や
富
岡
市
も
減
額

し
ま
す
。
国
保
税
を
下
げ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答
　
　
　

二
十
三
年
ま

で
見
通
し
て
の
運
営

計
画
な
の
で
、
他
市
町
村
の

こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
現

時
点
で
国
保
税
を
下
げ
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
六
％
の
増
加
を
予
想

し
た
の
が
二
〇
年
実
績
で

町
長

■
町
指
定
ゴ
ミ
袋

﹁
ゴ
ミ
ゼ
ロ
宣
言
﹂で
減
量
通
じ
無
料
化
を

健康増進への取り組み（健康教室／福祉センター）

分別することでゴミ減量はできる（ホタル祭り会場）

引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。答

　
　
　

六
％
増
加
の

想
定
が
適
切
か
ど

う
か
で
す
が
、
町
は
「
同
額

繰
り
入
れ
る
」
事
に
責
任
を

持
っ
て
二
十
三
年
ま
で
国
保

を
運
営
し
ま
す
。

町
長
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一般質問 町政を問う

問
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
食
生
活
の
改
善

を
行
う
以
外
の
栄
養
教
諭
の

活
用
法
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。答

　
　
　
　

食
育
基
本

法
に
基
づ
き
、
小
中

学
校
は
も
ち
ろ
ん
町
内
の
全

教
育
施
設
に
お
い
て
、
保
護

者
を
含
め
食
・
安
全
に
つ
い

て
の
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

問
味
覚
は
幼
児
期
の
教

え
が
大
事
で
す
。
栄

養
士
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
検
討
や
、
旅
館
に
ヘ
ル

シ
ー
な
食
事
を
指
導
し
、
町

の
新
し
い
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
に
し
た
ら
と
思
い
ま
す
が
。

教
育
長

答
　
　
　
　

と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
か
ら

検
討
し
た
い
。

答
　
　
　

栄
養
教
諭
の

活
用
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
※

と
い
う
面
で
は
、
中
国
へ
向

け
人
間
ド
ッ
ク
等
と
観
光
・

宿
泊
を
連
携
し
た
動
き
が
国

で
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
体

制
が
整
え
ば
、
町
と
し
て
も

支
援
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
。

教
育
長

町
長

で
も
相
談
に
の
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
姉
妹
都
市
を
結
び
、

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
等
の
ア
ウ

ト
ド
ア
の
名
所
を
外
国
に
宣

伝
し
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー

や
利
根
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
を

し
た
ら
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
　
　

各
関
係
者
と

協
議
し
た
い
。

町
長

前
田　

善
成
議　

　

員

食
育
の
基
本
に
立
ち
検
討
し
た
い

教
育
長

教
育
・
保
健
の
枠
超
え
た

栄
養
教
諭
の
広
い
活
用
を

アーラム大学生らと食育の説明を受ける（月夜野給食センターで、中央右側が栄養教諭）

利根川のラフティングは
国内でも有数のアウトドアスポット

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（inbo

und

）

　

海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
日
本
へ
誘
致

す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
旅
行
者
。

　
「
外
か
ら
中
へ
入
っ
て
く
る
」
が
原
意
。

問
町
の
素
晴
ら
し
い
資

源
を
活
用
し
た
誘
致

や
宣
伝
方
法
、
観
光
産
業
に

対
し
て
町
内
業
者
の
救
済
策

と
再
生
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。答

　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本

な
ど
と
連
携
し
て
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

　

融
資
に
つ
い
て
は
、
町
の

小
口
融
資
や
県
の
制
度
融
資

の
活
用
の
窓
口
と
し
て
、
町

町
長

■
町
の
観
光
施
策

誘
客
宣
伝
と
地
元
業
者
の
救
済
法
は

問
中
小
企
業
の

保
護
を
行
う

目
的
で
証
券
化
・
持

ち
株
会
社
化
を
進
め

た
鬼
怒
川
方
式
の
検

討
や
、
町
内
の
人
材

を
活
用
し
た
会
社
の

創
設
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

答
　
　
　

関
係

情
報
を
得
な

が
ら
よ
く
勉
強
し
た

い
。

町
長
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2（水）北海道旭川市議会視察来庁

4（金）議会運営委員会

カヌースラローム国体関東ブロック大会

平標山山開き

7（月）非核平和行進来庁

10（木）第5回みなかみ町議会6月定例会（開会日）

11（金）第5回みなかみ町議会6月定例会
（各常任委員会）

議会だより編集特別委員会

ホタル等水棲生物動物の供養

12（土）利根川源流讃歌発表会

13（日）月夜野八木節発表会

６　

月

14（月）各委員会

15（火）各委員会

18（金）議会運営委員会

第5回みなかみ町議会6月定例会（閉会日）

21（月）利根沼田森林組合総代会

22（火）小口資金融資審査会

新三国トンネル開削期成同盟会総会

R291整備促進期成同盟会総会

24（木）利根沼田グラウンドゴルフ北毛予選大会

利根沼田公衆衛生水上支部通常総会

25（金）議会だより編集特別委員会

総務文教常任委員勉強会

26（土）小学生総体ホッケー大会

ホタル観賞の夕べ

利根商業高等学校定期演奏会

27（日）武尊山開き

30（水）新議員研修会

2（金）民生委員推薦会

3（土）今宿の太助さんグループホームお披露目式

4（日）谷川岳山開き

7（水）流域下水道監査

10（土）群響風の音コンサート

11（日）平和大行進来庁

13（火）広域圏議員協議会

議会だより編集特別委員会

14（水）森林整備協議会

15（木）スキー場連絡協議会

16（金）アドベンチャーフェスティバル意見交換会

18（日）さいたま市浦和祭り
都市間交流推進連絡協議会

７　

月

20（火）群馬県総合計画策定利根沼田地域懇談会

21（水）玉原越道路期成同盟会総会

第6回みなかみ町議会7月臨時会

議会運営委員会

議会だより編集特別委員会

議会全員協議会

22（木）利根沼田地域市町村懇談会

25（日）カッパ祭り・利根川源流祭り

日独スポーツ少年団来庁

26（月）広域圏定例議会

利根郡公立幼稚園連絡協議会

27（火）利根沼田暴力追放推進協議会

町小学校水泳記録会

28（水）産業観光常任委員会視察
（〜29、長野県阿智村・飯田市）

県防犯協会沼田支部定期総会

議会の動き ＊平成22年６月～７月
※議会議員および議長が出席した行事

議会を傍聴して
みませんか？

─お問い合わせは─

議会事務局まで

☎25‐5023（直通）

◆9月の定例会は、
　8～17日を予定しております。

議会だより編集委員会
◆委 員 長 鈴木　　勲
◆副委員長 阿部　賢一
◆委　　員 小林　　洋
 内海　敏久
 中島　信義
 林　　一彦

お 詫 び 　議会だより19号について、一部の地域におきまして印刷ミスのため
ご迷惑をおかけいたしました。心よりお詫び申し上げます。
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プレ群馬DCデスティネーション
キャンペーン

特　集

標高1,300ｍ、夜の谷川岳天神平で満天の星空を満喫できます。特別運行
の夜のロープウェイもおすすめです。星空の
案内人（ボランティアガイド）がご案内します。

通常立ち入ることのできないガラス工場内部の探検ツアーです。ガ
ラスができるまでのお話やガラスの驚き実験など、工場の方の案内
で探検します。小学生から大人の方まで楽しめます。

※天候により星が見えない場
合には、ビューテラスてんじん
において別プログラムにより実
施します。なお、悪天候により中
止となる場合がございます。

谷川岳を知り尽くした水上山岳ガイド協会員やネイチャーガイドと
一緒に行く自然観察ハイキングです。谷川岳には様々な高山植物が
生息しており、これらの説明を聞きながらの散策は、晴れの日には木
漏れ日の中を歩きます。　※歩き慣れた普段の靴でお越しください。

場所 天神平ゲレンデ及び
ビューテラスてんじん

開催日 8〜10月の金・土曜及び祝前日
　【8月】12〜16・20・21・27・28
　【9月】3・4・10・11・17〜19・22・24・25
　【10月】1・2　計21日

時間 19：30〜20：30
定員 200名（最少催行人員15名）
料金 大人1,800円　子供（小学生）900円

場所 月夜野びーどろパーク 吹きガラス工房
開催日 7〜9月の平日　定員 各10名　料金 無料
時間【午前の部】10：45集合 11：00〜探検（約60分）
　　【午後の部】14：00集合 14：15〜探検（約60分）

コース 山岳資料館↔マチガ沢↔一ノ倉沢出合↔幽ノ沢（往復）

谷川の植物の話を聞きながらハイキング。●地元特製弁当付き●

時間 10：25集合〜15：25（約5時間）
※雨天決行（気候により時間短縮やコース変更の場合もあります）

集合場所 谷川岳山岳資料館（みなかみ町湯桧曽）
開催日 7/17〜8/1・7・8・20〜22・27〜29日
　9/4・5・11・12・17〜20日　10/16〜11/7日　（全55日）

定員 40名/1日（最少催行人員2名）
料金 3,500円（ガイド料・保険料・昼食代含）

星空の案内人と
満天の星を見る

　■問い合わせ先　みなかみ町観光協会　TEL 0278‐62‐0401　ホームページ http://www.enjoy-minakami.jp/
　　　　　　　　　みなかみ町観光商工課 デスティネーションキャンペーン推進室　TEL 0278‐25‐5017

※予約が必要です。詳しくは問い合わせ先まで（『民話の夕べ』を除く）

2010.7.1-9.30

日本一の

探検ツアー

山岳ガイドと行く

谷川岳天神平 星の鑑賞会

町内の主なイベント

手づくりガラス工場

谷川岳一ノ倉沢
エコハイキング

谷川岳を訪ねたら

はいかが！？
ダムカレー

開催日 8/14
　9/4・24・10/2

時間 14：00〜

なつこ
ステージもあるよ！
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キャンドルグラスと月明かり
の中、演奏会など幻想的な時
間を過ごせます。月夜野の地
名に由来する美しい『月』を
テーマに、曹洞宗の禅寺「嶽林
寺」境内でのお月見と演奏会、
お茶会などを予定しています。

猿ヶ京温泉に古くから伝わるおがんしょ（願掛
けスポット）を、地元民話の語り部と巡ります。

あの山を越えれば越後の国。そんな三国峠の麓にあるのが猿ヶ
京温泉。山と谷と里、そして三国街道がある猿ヶ京温泉には多く
の民話が残されています。語り部が語る民話にはどこか懐かしさ
と人のぬくもりを感じます。夕食後のひととき、ちょっと贅沢な時間
を味わってください。

三国国境にまつわる歴史と豊かな自然を一緒に楽しめる自
然ハイキング。太平洋側と日本海側を結ぶ旧三国街道の最
大の難所であった三国峠周辺をバスハイキング。かつての
宿場町や旧跡を訪ね、三国峠はハイキングで旧街道を歩き
ます。歴史と自然のガイドが同行します。

オプション 同寺で写経・坐禅会体験と真沢の森で『摘み草料理』の昼食
もご用意できます。

開催日 9月24日㈮　定員 ①②とも 30名
①写経・坐禅入門　時間 9：30〜写経、10：30〜坐禅 他　料金 1,000円
②摘み草料理　時間 12：30〜　料金 1,500円

場所 嶽林寺
（JR上越新幹線上毛高原駅西

駅から徒歩5分）
開催日 9月23日（秋分の日）
時間 19：30〜 お茶会
　　 20：00〜 演奏会 他
定員 50人　料金 1,000円

場所 猿ヶ京温泉
　①おがんしょ巡りＡコース（徒歩1時間）
　②おがんしょ巡りＢコース（徒歩2時間）

開催日 7/1〜9/30の水・木曜日を除く毎日
集合場所 まんてん星の湯
時間 10：00〜
定員 30名（最少催行人員5名）
料金 1人600円

開催日 7/1〜9/30の毎週土曜日　時間 20：30〜21：15
場所 猿ヶ京関所資料館　定員 1〜30名　料金 無料

コース 猿ヶ京・湯宿〜上毛高原駅〜上牧駅〜水上駅〜水
上ＩＣ〜湯沢ＩＣ〜荒戸城〜三俣宿〜二居宿〜三国峠（ハイ
キング）〜猿ヶ京・湯宿〜上毛高原駅〜上牧駅〜水上駅

開催日 9月12日㈰　時間 9：30〜17：00
定員 25名（最少催行人員5名）
料金 1人3,000円（ガイド料・弁当代含）

猿
ヶ
京
温
泉

月夜野のお月見

三国街道

おがんしょ巡り

民
話
の
夕
べ

指
し

月
げ つ

会
か い

歴史と
自然に触れる

ハイキング

議会としての取り組み
　本年が正キャンペーンにあたっている長野
県へ、キャンペーンへの取り組みについて視
察を行い、来年7月の本番に向け努力したい
と考えています。

民話の里 猿ヶ京温泉
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自
然
環
境
を
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
た

有
志
が
集
い
、
昭
和
五
十
八

年
に
「
月
夜
野
ホ
タ
ル
を
守

る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

（
会
員
二
三
〇
名
）。以
降
、ホ

タ
ル
の
発
生
分
布
調
査
、
発

　

こ
れ
を
契
機
に
、
町
も
上

毛
高
原
駅
の
周
辺
を
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
、
整
備
が
進

め
ら
れ
、
守
る
会
と
協
同
し

草
刈
り
や
ホ
タ
ル
・
カ
ワ
ニ

ナ
の
増
殖
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
関
東
随
一
の
観
賞
地
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年

六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
の

季
節
に
は
、
神
秘
的
な
ホ
タ

ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時

に
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
月
夜
野
ホ
タ
ル
祭
り
」

月夜野ホタルを守る会の
活動について

会 長　 小 林 一 義（月夜野）

　

改
選
後
の
十
八
人
に
よ
る

六
月
定
例
議
会
も
閉
会
し
、

い
よ
い
よ
暑
い
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
補
正
予
算
案

に
連
合
審
査
を
導
入
し
、
活

発
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も
、

諸
議
案
に
つ
い
て
熱
心
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
分
か
り
や
す

く
、
丁
寧
に
伝
え
る
の
が

「
議
会
だ
よ
り
」
の
役
目
で

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
読
ん
で
み
た
く
な
る
編
集

に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

様
々
な
こ
と
が
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人

が
幸
せ
を
感
じ
る
、
そ
し
て
、

笑
顔
に
満
ち
た
未
来
の
た
め

に
今
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

副
委
員
長　

阿
部
賢
一

ホ
タ
ル
保
護
と
同
時
に
地
域
お
こ
し
へ
の
活
用
も
多
い

（
左
上
：
ホ
タ
ル
供
養　

下
：
ホ
タ
ル
御
輿
）

〒
379‐

1393 群
馬

県
利

根
郡

み
な

か
み

町
後

閑
318

☎
0278‐

62‐
2111　

発
行

人
／

議
長

 久
保

秀
雄

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

特
別

委
員

会
印

刷
／

㈲
東

洋
プ

ロ
セ

ス
 ☎

0278‐
62‐

1414 
捌

0278‐
62‐

3300
発
行
／
み
な
か
み
町
議
会

み
な
か
み 議
会
だ
よ
り

を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

近
年
、
環
境
問
題
が
地
球

規
模
で
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
参
加
の
環
境
教

育
活
動
や
観
光
資
源
と
し
て

地
域
作
り
に
結
び
つ
け
る
な

ど
、
ホ
タ
ル
保
護
・
育
成
は

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

生
地
の
環
境
整
備
、

保
護
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
実
施
、

ホ
タ
ル
観
賞
会
等

を
開
催
し
、
保

護
・
育
成
・
啓
蒙

活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し

た
地
道
な
活
動
が

認
め
ら
れ
、
平
成

元
年
度
に
旧
環
境

庁
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
い
き
も
の
の

里
百
選
」
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。


